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モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
保
存
と
活
用
へ
の
一
提
言

伊
藤 

真
司　

は
じ
め
に

解
体
か
、
保
存
か
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
に
竣
工
し
た
日
本
の
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築︶

1
︵

」
が
、
現
在
、
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
中
で
見
る
と
、
日
本
は
建
築
の
保
存
に
対
す
る
意
識
が
低
く
、「
建
築
の
寿
命
が
人
の
そ
れ
よ
り
も

短
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る︶

2
︵

。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
保
存
問
題
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
が
調
査
・
研
究
す
る
国
際
学
術
組
織
と
し
て

「D
O

C
O

M
O

M
O

」︵D
ocum

entation and C
onservation of buildings, sites and neighborhoods of the M

odern M
ovem

ent

︶
3
︵

︶
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
も
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。「D

O
C

O
M

O
M

O

」
の
日
本
支
部
で
あ
る
「D

O
C

O
M

O
M

O
 Japan

」
は
、
モ

ダ
ニ
ズ
ム
建
築
絶
滅
の
危
機
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
べ
く
、
後
世
に
残
し
た
い
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
傑
作
を
選
定
し
た
リ
ス
ト
、

「D
O

C
O

M
O

M
O

 

一
〇
〇
選
︵
そ
の
後
、
順
次
追
加
さ
れ
、
現
在
は
一
四
五
選
︶」
を
公
表
し
て
い
る
。
庁
舎
、
学
校
、
美
術
館
、
図

書
館
等
の
公
共
建
築
、
銀
行
や
オ
フ
ィ
ス
、
教
会
、
住
宅
ま
で
、
独
自
の
視
点
で
選
定
さ
れ
た
リ
ス
ト
に
は
、
大
学
の
建
築
も
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。
東
京
女
子
大
学
︵
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
設
計
、
一
九
二
一
年
︶、
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
︵
槇
文
彦
設
計
、
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一
九
六
〇
年
︶、
明
治
大
学
和
泉
第
二
校
舎
︵
堀
口
捨
巳
設
計
、
一
九
六
〇
年
︶、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
︵
吉
村
順
三
設
計
、
一
九
七
一

年
︶、
そ
し
て
、
南
山
大
学
︵
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
設
計
、
一
九
六
四
年
︶、
他
に
も
多
数
の
大
学
の
建
築
が
日
本
の
誇
る
モ
ダ

ニ
ズ
ム
建
築
の
傑
作
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。

大
学
に
お
い
て
は
、
特
に
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
造
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
再
編
の
波
が
押
し
寄
せ

て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
適
応
、
耐
震
強
度
不
足
の
解
消
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
多
様
な
授
業
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応
等
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
み
で
あ
る
。
各
大
学
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
様
々
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編
に
お
け
る
共
通
の
課
題

は
、「
少
子
化
問
題
」
で
あ
る
。
少
子
化
時
代
の
生
き
残
り
を
か
け
た
経
営
改
革
の
中
で
、
老
朽
化
し
た
建
物
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
入
試
広
報
の
観
点
に
お
い
て
も
、老
朽
化
し
た
建
物
は
受
験
生
た
ち
に
マ
イ
ナ
ス
の
印
象
を
与
え
る
。

受
験
生
や
保
護
者
に
と
っ
て
は
、
最
新
の
設
備
を
備
え
た
真
新
し
い
建
物
が
魅
力
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
各

大
学
は
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
き
た
。
ま
た
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
プ
メ
ン
ト
︵
Ｆ
Ｄ
︶
の
一
環
と
し

て
、
近
年
各
大
学
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
学
生
に
よ
る
「
授
業
評
価
」
に
お
い
て
も
、「
古
い
建
物
＝
教
室
環
境
が
悪
い
」
と
い

う
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
受
け
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
大
学
の
経
営
と
い
う
観
点
で
は
、
建
築
の
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
を
評
価

し
、
保
存
の
た
め
に
投
資
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
大
学
に
お
い
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
保
存
し
て
い
く
に
は
、
多
く
の
課
題
が

存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
ず
、
学
生
や
地
域

の
人
た
ち
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
建
物
は
姿
を
消
し
て
い
く
。
近
年
で
は
、
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
初
期
の
傑
作
と
さ
れ
る
東
京
女

子
大
学
の
東
寮
︵
一
九
二
四
年
竣
工
︶、前
川
國
男
に
よ
る
学
習
院
大
学
・
中
央
教
室
︵
通
称
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
」
一
九
六
〇
年
竣
工
︶

等
、D
O

C
O

M
O

M
O

 Japan

に
よ
り
保
存
運
動
が
展
開
さ
れ
た
末
、
解
体
さ
れ
て
い
る
。
南
山
大
学
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
度
の

南
山
短
期
大
学
の
短
期
大
学
部
化
に
向
け
た
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
中
で
、
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
学
会
館
︵
一
九
六
四



81

モダニズム建築の保存と活用への一提言

年
竣
工
、
日
本
建
築
学
会
賞
受
賞
作
品
︶
が
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
、
新
し
い
教
室
棟
︵
Ｒ
棟
︶
を
建
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
先
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
続
け
て
い
け
ば
、
将
来
の
南
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
レ
ー
モ

ン
ド
建
築
は
何
も
残
ら
な
い
と
い
う
結
末
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
設
計
に
よ
る
建
築
を
南
山
大
学
が
有
す
る
「
建
築
ス
ト
ッ
ク︶

4
︵

」
と
捉
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
に
お
い
て
活
用
す
る
た
め
の
施
策
を
探
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
傑
作
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
南
山
大
学

の
強
み
と
捉
え
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
建
築
を
「
使
い
続
け
る
」
前
提
で
の
保
存
・
再
生
を
提
言
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
稿
は
、南
山
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
関
す
る
公
式
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」

の
活
用
に
よ
り
、
後
世
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
を
継
承
し
な
が
ら
、
快
適
な
教
育
・
研
究
環
境
を
実
現
さ
せ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
日

本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
保
存
・
再
生
の
現
状
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
資
料
の
活
用
を
重
視
す
る
文
化
資
源
学
的
な
観
点
か
ら
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
の
方
法
と
し
て
、
ま
ず
は
、
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
建
築
お
よ
び
レ
ー
モ
ン
ド
に
よ
り
設
計
さ
れ
た
南
山
大
学
の
建
築

の
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
に
つ
い
て
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
自
伝
や
当
時
の
建
築
雑
誌
、
本
学
の
教
職
員
に
よ
る
論
文
等
の
多
様
な
文
献
か

ら
ま
と
め
て
み
た
い
。
ま
た
、
南
山
大
学
と
同
時
期
に
建
て
ら
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
中
で
、
建
物
が
保
存
・
再
生
さ
れ
て
い
る
事

例
を
取
り
上
げ
、「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
活
用
の
実
態
を
探
る
。
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一　

レ
ー
モ
ン
ド
設
計
に
よ
る
南
山
大
学
の
建
築
に
つ
い
て

︵
一
︶
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
建
築
に
つ
い
て

建
築
家
・
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
︵A

ntonin R
aym

ond 

一
八
八
八
―
一
九
七
六
︶
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
グ
ラ
ド
ノ
︵
現
在
の

チ
ェ
コ
共
和
国
︶
の
出
身
で
あ
り
、
一
九
一
九
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
助
手
と
し
て
、
帝
国
ホ
テ
ル
建
築
の
た
め
に
来

日
し
て
以
来
、
一
九
三
七
年
ま
で
の
一
八
年
間
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
挟
ん
で
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
七
三
年
ま
で
の

二
六
年
間
、
合
わ
せ
て
五
〇
年
近
く
も
日
本
に
お
い
て
活
動
し
、
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
牽
引
し
た
。
吉
村
順
三
や
前
川
國
男

ら
、
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
た
ち
か
ら
師
と
仰
が
れ
る
存
在
と
な
り
、
ま
さ
に
「
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
父
」
と
呼
ぶ
の
に
相

応
し
い
。
代
表
作
に
「
東
京
女
子
大
学
総
合
計
画
︵
一
九
二
一
年
︶」、「
霊
南
坂
の
自
邸
︵
一
九
二
四
年
︶」、「
東
京
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

︵
一
九
三
〇
年
︶」、「
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
東
京
支
社
︵
一
九
四
九
年
︶」、「
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
︵
一
九
五
八
年
︶」
等
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
構
造
を
生
か
し
た
実
用
的
で
美
し
い
建
築
の
他
、「
夏
の
家
︵
一
九
三
三
年 

現
ペ
イ
ネ
美
術
館
︶」、「
麻
布
の

自
邸
︵
一
九
五
一
年
︶」、「
新
発
田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
︵
一
九
六
五
年
︶」
等
、「
鋏
状
ト
ラ
ス
」「
レ
ー
モ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
」
と
呼
ば

れ
る
丸
太
材
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
構
造
に
よ
る
、
簡
素
で
あ
り
な
が
ら
温
か
み
の
あ
る
木
造
建
築
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
レ
ー
モ

ン
ド
の
建
築
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
妻
の
ノ
エ
ミ
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
存
在
で
あ
る
。
ノ
エ
ミ
は
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
、
日
本
の
伝
統
的
な
空
間
や
、
暮
ら
し
の
中
に
生
き
る
美
を
深
く
理
解
し
、
夫
の
設
計
し
た
建
物
の
内
装
や
家
具
の
多
く
を
手
掛
け

た
。
南
山
大
学
の
建
築
に
お
い
て
も
、
床
の
パ
タ
ー
ン
や
家
具
は
ノ
エ
ミ
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
簡
素
で
美
し
い
木
製
ベ
ン
チ
な
ど
が

四
〇
年
以
上
経
っ
た
現
在
も
大
切
に
使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
。
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図 1 　南山大学名古屋キャンパス平面図（2011 年 3 月現在）
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︵
二
︶
南
山
大
学
の
建
築
の
特
徴

ひ
と
り
の
建
築
家
が
、
日
本
の
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
計
画
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
事
例
は
非
常
に
少
な
い
。
レ
ー
モ
ン
ド
の

初
期
の
代
表
作
で
あ
る
「
東
京
女
子
大
学
」
に
お
い
て
、
一
九
二
一
年
に
着
手
し
た
総
合
計
画
は
、
計
画
第
三
期
の
チ
ャ
ペ
ル
の
完

成
ま
で
に
一
五
年
以
上
を
費
や
し
た
も
の
の
、
学
生
寮
の
半
分
と
管
理
棟
を
残
し
、
途
中
で
挫
折
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

一
九
五
八
年
に
は
「
国
際
基
督
教
大
学
」
の
総
合
計
画
に
携
わ
る
も
の
の
、
先
任
の
建
築
家
が
残
し
た
と
さ
れ
る
無
秩
序
な
計
画
と
の

格
闘
の
末
、
レ
ー
モ
ン
ド
自
身
は
図
書
館
の
み
を
手
が
け
る
に
留
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
再
び
日
本
の
大
学

の
総
合
計
画
に
携
わ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
神
言
修
道
会
の
ゲ
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
神
父
︵
南
山
学
園
理
事
長
︶
を

は
じ
め
と
す
る
会
員
た
ち
と
の
交
流
か
ら
、
名
古
屋
の
南
山
大
学
の
総
合
計
画
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
一
九
六
四
年
の
第
一
期
に

お
い
て
、
研
究
棟
、
教
室
棟
、
図
書
館
、
食
堂
等
の
八
棟
の
建
物
を
、
第
二
期
の
一
九
六
八
年
に
体
育
館
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
完
成
さ

せ
、
つ
い
に
レ
ー
モ
ン
ド
の
念
願
で
あ
る
自
身
に
よ
る
大
学
総
合
計
画
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

南
山
大
学
の
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
自
然
の
ま
ま
の
地
形
を
生
か
し
、
敷
地
内
の
草
木
を
で
き
る
限
り
残
す
こ
と
が
徹
底
さ
れ
た
。

敷
地
内
に
尾
根
の
よ
う
に
続
い
て
い
た
と
い
う
細
い
道
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
計
画
の
基
本
と
な
り
、
そ
の
道
路
を
基
軸
と
し
て
、

建
物
や
屋
外
施
設
が
巧
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
も
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
配
置
さ
れ
た
。
現
在
も
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
南
北
に
貫
く

道
路
は
、「
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
公
道
を
隔
て
た
八
雲
町
ま
で
拡
張
し
、
建

物
の
数
も
、
大
小
合
わ
せ
て
三
〇
棟
近
く
ま
で
増
え
た
が
、
レ
ー
モ
ン
ド
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
「
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
基
軸
と
す

る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
成
は
継
承
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

ま
た
、建
物
の
特
徴
と
し
て
は
、レ
ー
モ
ン
ド
の
得
意
と
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
︵
事

前
に
成
形
さ
れ
た
部
材
︶
に
よ
る
ル
ー
バ
ー
（
図
２
、
図
３
）、
象
徴
的
な
「
赤
茶
色
」
の
塗
装
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
杉
板
本
実
枠
コ
ン
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図 2 　図書館（左）と第一研究室棟（右）

図3 　日照の方角に配慮されたコンクリートルーバー（図書館）



86

ク
リ
ー
ト
打
放
し︶

5
︵

」
に
よ
る
木
目
の
転
写
模
様
は
、
建
物
外
観
だ
け
で
な
く
、
内
装
に
お
い
て
も
露
出
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
梁
等
に
現

れ
、
ベ
ニ
ヤ
の
簡
素
な
内
壁
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。
ま
た
、「
赤
茶
色
」
の
外
壁
塗
装
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
自
身
が
、

こ
の
敷
地
の
粘
土
質
の
赤
土
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
選
ん
だ
と
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る︶

6
︵

。
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
以
降
、
建
物
の

工
法
は
変
化
し
て
き
た
も
の
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
と
「
赤
茶
色
」
の
塗
装
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
建
物
外
観
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
計
画
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
。

南
山
大
学
は
レ
ー
モ
ン
ド
の
円
熟
期
の
傑
作
、
そ
し
て
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
中
の
重
要
な
作
品
と
し
て
、
建
築
設
計
や
建
築

史
の
専
門
家
か
ら
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
竣
工
当
時
の
一
九
六
四
年
度
に
は
、
自
然
の
ま
ま
の
地
形
と
機
能
的
な
校
舎
群
と

の
調
和
が
高
く
評
価
さ
れ
、
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞
時
の
講
評
に
は
、「
高
価
な
仕
上
材
の
美
し
さ
や
特
異
な
構
造
体

の
奇
抜
さ
に
頼
る
こ
と
な
く
、
与
え
ら
れ
た
自
然
と
の
調
和
と
機
能
的
な
校
舎
群
と
の
結
び
つ
き
の
な
か
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ

な
か
っ
た
大
学
校
舎
群
の
新
し
い
空
間
的
秩
序
を
創
造
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い︶

7
︵

」
と
あ
る
。
ま
た
、
近
年
で

は
、
レ
ー
モ
ン
ド
に
よ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
継
承
し
な
が
ら
、
建
物
の
日
常
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
な
さ
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、

既
存
建
物
の
保
全
を
表
彰
す
るB

ELC
A

賞
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
部
門
賞
︵
第
一
二
回 

二
〇
〇
二
年
度
︶
に
も
選
ば
れ
た
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
、
日
々
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
在
学
生
や
卒
業
生
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
職
場
と
す
る
教
員
や
職
員
た
ち
の
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
の

認
知
度
は
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
象
徴
的
な
建
物
が
存
在
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
時
計
台
や
講
堂
等
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
建
物
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
が
あ
る
著
名
な
建
築
家
の
作
品
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
誰
も
が
認
識
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
自
伝
に
「
平
凡
な
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
、
退
屈
で
、
無
意
味
な
、
広
場
の
偽
記
念
性
と
か
、
列
柱
、
広
い
階
段
、
そ
の
他
の
高
価
な
装
飾
な
ど
、
世
界
中
ほ

ぼ
す
べ
て
の
大
学
に
あ
る
も
の
は
や
め
た︶

8
︵

」
と
あ
る
よ
う
に
、
南
山
大
学
の
計
画
に
お
い
て
は
、
構
造
そ
の
も
の
が
唯
一
の
装
飾
と
さ
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え
言
え
る
機
能
的
な
建
物
が
、
自
然
の
地
形
を
生
か
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
レ
ー
モ
ン
ド
が
「
自
然
を
基
本
と
し
て︶

9
︵

」

造
り
あ
げ
た
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
、
そ
の
美
し
さ
と
心
地
良
さ
は
、
学
生
、
教
職
員
に
十
分
共
有
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
設
計

者
が
誰
で
あ
る
か
を
意
識
さ
せ
な
い
ほ
ど
に
、
自
然
に
キ
ャ
ン
パ
ス
は
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
持
つ
モ
ダ
ニ

ズ
ム
建
築
と
し
て
の
文
化
的
・
歴
史
的
価
値
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
残
念
で
な
ら
な
い
。
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
の
文
化
的
・

歴
史
的
価
値
は
、
南
山
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
だ
け
で
な
く
、
大
学
の
広
報
に
お
い
て
も
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
学
内
で
の
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
の
位
置
づ
け
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

二　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
お
け
る
保
存
と
活
用
の
事
例
研
究

こ
こ
で
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
が
活
用
さ
れ
て
い
る
良
い
例
と
し
て
、
他
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
や
公
共
建
築
の
保
存
・
再
生
の

事
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

︵
一
︶
事
例
一
：
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
︵
名
古
屋
市
千
種
区
︶

名
古
屋
大
学
の
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
南
山
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
す
ぐ
隣
に
位
置
し
、
緑
豊
か
な
約
七
〇
〇
〇
〇
〇
㎡
︵
南

山
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
約
五
倍
︶
に
も
及
ぶ
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
「
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る
緑
地
帯
は
、
東
山
の
丘
陵
を
抜
け
る
山
手
・
四
谷
通
と
と
も
に
、
名
古
屋
市
の
都
市
景
観
形
成
地
区
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
の
一
端
、
西
面
に
広
が
る
市
街
地
を
一
望
で
き
る
所
に
位
置
す
る
の
が
、
名
古
屋

大
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
豊
田
講
堂
で
あ
る
。
豊
田
講
堂
は
、
建
築
家
・
槇
文
彦
の
処
女
作
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
に
設
計
さ
れ
た
。
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一
九
六
二
年
に
は
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
、一
九
九
三
年
に
は
名
古
屋
市
の
都
市
景
観
重
要
建
築
物
の
指
定
も
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

前
述
の
と
お
り
、
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
語
る
う
え
で
も
重
要
な
建
物
で
あ
り
、D

O
C

O
M

O
M

O
 Japan

に
よ
る
「D

O
C

O
M

O
M

O
 

一
〇
〇
選
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。
豊
田
講
堂
は
、
竣
工
以
来
、
入
学
式
や
卒
業
式
、
各
種
学
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
、
教
育
・
研

究
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。
槇
が
「
こ
の
建
物
は
大
学
の
門
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
設
計
し
た︶

10
︵

」
と
意
図
し
た
通
り
、
建
物
前

の
広
場
を
含
め
、
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象
徴
的
な
空
間
を
形
成
し
て
き
た
（
図
４
）。

竣
工
か
ら
四
五
年
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
中
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ
各
社
の
寄
附
を
受
け
、
世
界
的
な
建
築
家
と
な
っ

た
槇
自
身
が
再
び
自
分
の
作
品
の
設
計
を
担
当
す
る
と
い
う
形
で
、
二
〇
〇
七
年
に
大
規
模
な
改
修
と
増
築
が
完
了
し
た
。
事
前
調
査

と
基
本
計
画
を
含
め
る
と
、
完
成
ま
で
に
実
に
三
年
間︶

11
︵

と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
改
修
の
基
本
方
針
と
し
て
、「
意
匠

の
保
存
・
継
承
」
が
掲
げ
ら
れ
、
名
古
屋
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
文
化
遺
産
と
し
て
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
意
匠
を
保
存
・
継
承

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

外
観
の
復
元

建
物
外
観
に
つ
い
て
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
杉
板
本
実
枠
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
」
の
意
匠
性
を
再
生

す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
長
年
の
風
雨
に
よ
る
壁
面
の
劣
化
度
を
細
か
く
調
査
し
、劣
化
の
進
行
具
合
に
応
じ
て
、「
打
増
工
法
」︵
既

存
の
壁
面
を
削
っ
た
う
え
で
、
薄
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
増
す
︶
と
「
補
修
仕
上
げ
」︵
補
修
に
よ
り
表
面
の
本
実
型
枠
の
表
情
を

再
生
す
る
︶
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
意
匠
性
を
復
元
し
て
い
る
（
図
５
）。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
面
の
汚

れ
や
劣
化
防
止
対
策
と
し
て
、
フ
ッ
素
系
塗
膜
や
光
触
媒
コ
ー
ト
を
施
す
こ
と
で
、
今
後
の
維
持
・
保
全
の
性
能
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

ホ
ー
ル
性
能
の
改
善

大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
講
堂
と
し
て
、
式
典
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
ま
で
幅
広
い
用
途
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ル
と
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図 4 　名古屋大学豊田講堂

図 5 　復元されたコンクリートの意匠
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し
て
の
性
能
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、「
座
席
」、「
空
調
」、「
音
響
」、「
照
明
」
の
四
点
で
あ
る
。
座
席
の
改
善
と
し
て
は
、

既
設
の
固
定
椅
子
の
座
面
と
背
板
を
リ
ユ
ー
ス
し
な
が
ら
、
座
席
の
肘
巾
の
拡
張
︵
四
五
〇
ミ
リ
↓
五
五
〇
ミ
リ
︶、
座
席
の
前
後
間

隔
の
拡
張
︵
九
〇
〇
ミ
リ
↓
九
八
〇
ミ
リ
︶
を
行
っ
た
。
一
席
あ
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る
こ
と
で
、
座
席
数
は
減
少
︵
一
六
〇
〇

席
↓
一
二
〇
〇
席
︶
し
た
が
、
快
適
性
は
大
幅
に
向
上
し
た
。
ま
た
、
学
会
、
授
業
等
で
の
利
用
が
多
い
一
階
席
に
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
の
利
用
を
想
定
し
、
各
席
に
収
納
式
テ
ー
ブ
ル
、LA

N

端
子
、
電
源
を
設
置
し
た
。
空
調
に
つ
い
て
は
、
吹
出
口
を
一
階
席
の

床
に
増
設
す
る
こ
と
で
、
講
堂
内
の
温
度
分
布
を
均
一
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
全
体
空
調
」
か
ら
「
居
住
域
空
調
」
に
転
換
し
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
音
響
に
つ
い
て
は
、
式
典
や
講
演
会
で
の
明
瞭
度
の
向
上
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
に

も
対
応
で
き
る
残
響
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
の
一
新
、
舞
台
音
響
可
変
装
置
と
し
て
の
ル
ー
バ
ー
壁
や
舞

台
幕
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
、
照
明
設
備
に
つ
い
て
も
、
式
典
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
様
々
な
シ
ー
ン
を
設
定

で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
た
こ
と
で
、
ホ
ー
ル
と
し
て
の
可
能
性
が
大
幅
に
広
が
っ
た
。
ま
た
、
講
堂
の
夜
間
照
明
︵
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
︶

も
計
画
さ
れ
、
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
存
在
感
を
引
き
立
た
せ
た
。

ア
ト
リ
ウ
ム
の
増
設
等

豊
田
講
堂
と
東
隣
に
位
置
す
る
「
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン︶

12
︵

」
と
の
間
の
中
庭
ス
ペ
ー
ス
に
ア
ト
リ
ウ
ム
を
増
設
︵
延
床
面
積
八
四
二
㎡
︶
す

る
こ
と
で
、
両
建
物
を
一
体
化
さ
せ
た
。
ア
ト
リ
ウ
ム
は
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
展
示
会
の
他
、
入
学
式
等
の
式
典
時

の
保
護
者
席
の
設
置
場
所
等
、フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
活
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、講
堂
の
前
庭
︵
四
〇
〇
〇

㎡
︶
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
全
面
改
修
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ス
テ
ー
ジ
、
ベ
ン
チ
の
補
修
が
施
さ
れ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
の
事
例
の
ま
と
め
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
「
名
古
屋
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
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ン
二
〇
一
〇
」に
お
い
て
、豊
田
講
堂
の
改
修
が
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
た
い
。「
名

古
屋
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
二
〇
一
〇
」
の
中
で
、
名
古
屋
大
学
が
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
三
〇
年
後
に
向
け
た
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
お
け
る
「
保
存
建
物
」
を
定
め
て
い
る
。
豊
田

講
堂
の
他
に
、「
古
川
記
念
館
」、「
野
依
学
術
交
流
記
念
館
」、「
赤
㟢
記
念
館
」
等
の
記
念
建
物
・
寄
付
建
物
は
三
〇
年
後
も
保
存
さ

れ
る
べ
き
建
物
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
豊
田
講
堂
は
古
川
記
念
館
と
と
も
に
、
名
古
屋
大
学
の
持
つ
優
れ
た
建
築
資
産
と
し
て
、
キ

ャ
ン
パ
ス
整
備
に
お
け
る
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
規
範
と
し
て
継
承
し
て
ゆ
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
し
て
の
文
化

的
価
値
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、「
名
古
屋
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
二
〇
一
〇
」
の
中
で
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
持
つ
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
し
て
の
経
営
効
率
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
価
値
に
つ
い
て
も
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
注
目
し
た
い
。「
学
生
に
と
っ
て
は
青
春
時
代
を
過
ご
す
原
風
景
と
な
り
、
教
職
員
に
と
っ
て
は
品
格
が
高
く
誇
り
を
持
て
る
キ

ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、
来
訪
者
や
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
都
市
に
お
け
る
人
間
性
回
復
の
場
と
し
て
愛
着
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
こ
と
が
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
つ
な
が
る︶

13
︵

」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
豊

田
講
堂
の
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
名
古
屋
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
言
え
る
。

︵
二
︶
事
例
二
：
国
際
文
化
会
館
︵
東
京
都
港
区
六
本
木
︶

国
際
文
化
会
館
の
敷
地
は
、
六
本
木
の
繁
華
街
の
程
近
く
、
鳥
居
坂
に
面
し
た
高
台
に
位
置
し
、
古
く
は
江
戸
時
代
の
武
家
屋
敷
、

明
治
時
代
以
降
は
度
々
所
有
者
が
変
わ
り
、
政
治
家
の
井
上
馨
、
実
業
家
の
赤
星
鉄
馬
、
岩
崎
小
彌
太
ら
の
邸
宅
も
建
て
ら
れ
て
き
た
。

岩
崎
邸
は
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
た
が
、
京
都
の
造
園
家
「
植
治
︵
う
え
じ
︶」
こ
と
、
七
代
目
小
川
治
兵
衛
が
手
が
け
た
庭
園
は
、
現

在
も
継
承
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
は
港
区
の
名
勝
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
国
際
文
化
会
館
の
本
館
は
、
日
本
と
世
界
の
国
々
と
の
親
交
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を
深
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
外

の
諸
団
体
の
支
援
で
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
国
際
文
化
会
館
に
よ
り
、
一
九
五
五

年
に
建
て
ら
れ
た
。
設
計
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
や
ヴ
ォ
ー
リ

ズ︶
14
︵

ら
に
よ
る
設
計
案
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
最
終
的
に
は
、
前
川
國
男
、
坂
倉
準

三
、
吉
村
順
三
と
い
う
新
進
気
鋭
の
若
手
建
築
家
三
人
の
共
同
設
計
と
い
う
、
日

本
の
近
代
建
築
史
の
中
で
も
非
常
に
珍
し
い
形
が
取
ら
れ
た
。
竣
工
の
翌
年
の

一
九
五
六
年
に
は
、
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を

代
表
す
る
建
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
緑
豊
か
な
環
境
は
、
都
会
の
中
の
オ
ア
シ
ス

と
し
て
、
日
本
と
世
界
の
人
々
の
知
的
交
流
の
場
と
し
て
、
会
員
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
研
究
者
や
文
化
人
に
も
愛
さ
れ
て
き
た
（
図
６
）。

解
体
の
危
機
か
ら
保
存
・
再
生
へ　

―
日
本
建
築
学
会
か
ら
の
提
案
―

偉
大
な
三
人
の
建
築
家
に
よ
る
共
同
作
品
も
、
竣
工
か
ら
五
〇
年
も
経
過
し
な

い
う
ち
に
、
他
の
多
く
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
同
じ
よ
う
に
、
解
体
か
保
存
か
の

選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
建
物
や
設
備
の
老
朽
化
、
会
員
の
減
少
、
会

館
の
宿
泊
利
用
者
の
減
少
等
に
よ
り
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
、
国
際
文
化
会

館
の
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
く
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
頃
か
ら

動
き
出
し
た
鳥
居
坂
地
区
の
再
開
発
計
画
に
お
い
て
、
国
際
文
化
会
館
の
土
地
を

空
中
権
︵
土
地
の
上
に
作
れ
る
建
物
の
容
積
率
の
権
利
︶
と
と
も
に
デ
ベ
ロ
ッ

図 6 　国際文化会館の建物と庭園の調和（写真提供：
国際文化会館）
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パ
ー
に
売
却
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
始
め
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
頃
、
建
物
を
解
体
し
、
新
築
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ

の
動
き
に
対
し
て
、
日
本
建
築
学
会
︵A

IJ

︶、
日
本
建
築
家
協
会
︵JIA

︶
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
保
存
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
翌
年
の

二
〇
〇
四
年
に
はD

O
C

O
M

O
M

O
 Japan

か
ら
も
保
存
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
保
存
運
動
も
空
し
く
、
解
体
さ
れ

て
し
ま
う
の
が
多
く
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
が
辿
っ
た
運
命
で
も
あ
っ
た
が
、
国
際
文
化
会
館
の
場
合
は
様
子
が
違
っ
た
。
日
本
建
築
学

会
か
ら
の
保
存
要
望
書
へ
の
回
答
と
し
て
、
国
際
文
化
会
館
の
代
表
者
で
あ
る
高
垣
佑
理
事
長
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
、
同
学
会
に
対

し
、
庭
園
を
原
型
の
ま
ま
残
す
形
で
の
建
物
の
改
修
計
画
に
専
門
家
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
学

会
内
に
は
急
遽
「
国
際
文
化
会
館
保
存
再
生
計
画
検
討
特
別
委
員
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
建
物
の
解
体
建
替
の
代
替
案
の
検
討
に
入

っ
た
。
現
状
の
本
館
建
物
の
耐
震
強
度
の
診
断
︵
診
断
の
結
果
、
現
行
の
耐
震
基
準
に
満
た
な
い
こ
と
が
分
か
る
︶
と
工
法
︵
耐
震
あ

る
い
は
免
震
︶
の
検
討
、
一
九
七
〇
年
代
に
増
築
さ
れ
た
新
館
の
建
替
の
可
能
性
の
検
討
、
工
事
費
の
概
算
等
の
膨
大
な
作
業
を
行

い
、
最
終
的
に
「
本
館
を
免
震
に
よ
り
再
生
、
建
物
を
活
か
し
て
新
館
を
建
て
替
え
る︶

15
︵

」
と
い
う
代
替
案
を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
会
館
側
は
、「
一
．
建
物
の
閉
鎖
期
間
が
短
い
、
二
．
移
転
費
が
か
か
ら
な
い
、
三
．
工
事
費
が
安
い︶

16
︵

」
こ
と
を
評
価
し
、
代
替

案
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
国
際
文
化
会
館
は
、
解
体
・
新
築
の
決
定
か
ら
一
転
、
保
存
・
再
生
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
五
月
末
に
着
工
、
保
存
・
再
生
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
四
月
、
わ
ず
か
一
年
間
の
閉
鎖
期
間
の
後
に
再

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
八
月
に
は
、
国
の
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
再
生
・

活
用
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、B

ELC
A

賞
ベ
ス
ト
リ
フ
ォ
ー
ム
部
門
賞
︵
第
一
七
回 

二
〇
〇
七
年
度
︶、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
︵
二
〇
〇
七
年
度
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
部
門
︶、
そ
し
て
日
本
建
築
学
会
賞
︵
二
〇
〇
七
年
度
業
績
部
門
︶
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

五
〇
歳
の
建
築
を
一
〇
〇
歳
に
す
る
た
め
に

こ
こ
で
、
国
際
文
化
会
館
の
保
存
・
再
生
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。
建
築
諮
問
委
員
会
に
設
け
ら
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・
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グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、「﹃
保
存
の
た
め
の
再
生
で
な
く
再
生
の
た
め
の
保
存
﹄
を
基
本
方
針
と
し
、
建
替
と
同
等
以
上
の
し
っ
か
り

し
た
機
能
と
耐
久
性
能
の
向
上
が
目
指
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
五
〇
年
間
の
活
用
の
た
め
の
詳
細
計
画︶

17
︵

」
が
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
実
施
さ
れ
た
。

︵
一
︶
耐
震
壁
の
設
置
： 

一
〇
〇
歳
建
築
に
値
す
る
Ｉ
Ｓ
値
〇
．
七
五︶

18
︵

を
目
指
し
、
機
能
的
に
支
障
の
な
い
位
置
に
設
置
。

︵
二
︶
宿
泊
室
の
機
能
更
新
： 

全
室
に
ユ
ニ
ッ
ト
・
バ
ス
を
設
置
。
三
階
の
中
廊
下
を
廃
止
し
、
全
室
が
庭
に
面
し
た
構
成
に
改
修
。

︵
三
︶
地
下
会
議
室
の
改
修
： 

会
議
室
の
奥
行
を
一
．
四
メ
ー
ト
ル
拡
幅
。
天
井
の
格
子
梁
の
内
装
を
再
現
。

︵
四
︶
ホ
ー
ル
の
新
設
： 
旧
樺
山
ル
ー
ム
を
撤
去
し
、
二
層
吹
抜
、
二
〇
〇
名
規
模
の
ホ
ー
ル
を
新
設
。

︵
五
︶
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
拡
幅
： 
従
来
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
空
間
構
成
を
継
承
し
つ
つ
、
多
数
の
来
館
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
拡
幅
。

︵
六
︶
外
装
の
改
修
： 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
の
補
修
。
既
存
の
木
製
サ
ッ
シ
の
再
生
活
用
。

国
際
文
化
会
館
の
事
例
で
注
目
す
べ
き
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
「
積
極
的
に
使
う
」
前
提
で
保
存
・
再
生
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

建
物
の
保
存
と
言
え
ば
、
従
来
は
、
建
物
の
「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
︵
原
形
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
︶」
を
基
本
と
し
、
竣
工
時
の
姿

に
戻
す
「
凍
結
保
存
」
の
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
洋
館
等
の
建
築
、
い
わ
ゆ
る
装
飾
的
な
「
様
式
建
築
」
の

保
存
に
は
当
て
は
ま
る
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
保
存
に
は
無
理
が
生
じ
や
す
い
。
国
際
文
化
会
館
の
保
存
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

設
計
者
と
し
て
も
関
わ
っ
た
建
築
家
・
小
林
正
美
︵
明
治
大
学
教
授
、
ア
ル
キ
メ
デ
ィ
ア
設
計
研
究
所
主
宰
︶
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
は
、
あ
る
用
途
の
た
め
に
一
対
一
の
対
応
で
空
間
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
時
代
遅
れ
に
な
る
と
空
間
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の
意
味
が
薄
れ
て
、
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。
思
い
切
っ
て
手
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
様
式
建
築
と
同
じ
方
法
で
は
残
せ

な
い︶

19
︵

。」
様
式
建
築
の
場
合
は
、
建
物
の
外
観
で
あ
れ
内
装
で
あ
れ
、
そ
の
「
装
飾
」
を
ど
の
よ
う
に
保
存
・
再
生
す
る
か
が
、
計
画
の
中
心

と
な
る
。
一
方
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
場
合
、
機
能
主
義
か
ら
生
ま
れ
た
空
間
、
換
言
す
れ
ば
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
建
築
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
「
装
飾
を
廃
し
た
建
築
」
の
ど
の
部
分
を
継
承
し
、
再
生
し
て
い
く
か
が
難
し
い
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
建
物
の
所
有
者
や
実

際
に
使
用
す
る
側
の
意
向
を
考
慮
し
、
建
物
を
使
い
続
け
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
更
新
し
つ
つ
も
、
そ
の
空
間
の
価
値
を
損
な
わ
な

い
こ
と
、
改
修
や
用
途
変
更
を
施
し
な
が
ら
残
し
て
い
く
、「
動
態
保
存
」
の
考
え
方
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
建
物
の
保

存
と
言
え
ば
、
建
物
の
所
有
者
に
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
署
名
活
動
や
集
会
に
よ
り
メ
デ
ィ
ア
に
訴
え
る
よ
う
な
方
法
が
一
般
的

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
保
存
の
対
象
が
、
様
式
建
築
か
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
拡
大
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
今
後
は
「
活
用
提
案
型
」

の
保
存
が
主
流
と
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
文
化
会
館
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
日
本
建
築
学
会
に
代
表
さ
れ
る
専
門
家

が
、
建
物
の
所
有
者
に
対
し
て
、「
建
物
は
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
、
今
後
の
事
業
計
画
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
思
い
切
っ

た
再
生
プ
ラ
ン
の
提
案
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
成
功
の
鍵
と
な
る
。

登
録
有
形
文
化
財
制
度

国
際
文
化
会
館
の
事
例
の
ま
と
め
と
し
て
、
建
物
を
変
え
な
が
ら
残
す
「
動
態
保
存
」
を
支
え
る
制
度
と
し
て
注
目
す
べ
き
「
登
録

有
形
文
化
財
制
度
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ
の
「
登
録
有
形
文
化
財
制
度
」
は
、
国
の
重
要
文
化
財
制
度
を
補
完
す
る
仕

組
み
と
し
て
、文
化
庁
に
よ
り
、一
九
九
六
年
に
創
設
さ
れ
た
。
従
来
の
文
化
財
保
護
政
策
が
、「
重
要
文
化
財
に
は
、釘
一
本
打
て
な
い
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
「
保
存
」
に
傾
斜
し
過
ぎ
て
い
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
文
化
財
の
活
用
を
促
進
す
る
方
向
に
方
針
が
転
換
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
制
度
創
設
の
背
景
で
あ
る
。
従
来
の
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
「
指
定
制
」
に
よ
る
文
化
財
保
護
と
は
異
な
り
、
建
物
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の
所
有
者
か
ら
の
「
届
出
制
」
に
よ
り
、
文
化
財
と
し
て
登
録
し
、
そ
の
保
存
と
活
用
が
図
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。
身
近
な
文
化
財
を

守
り
、
地
域
の
資
産
と
し
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
公
共
建
築
だ
け
で
な
く
、
住
宅
や
店
舗
、
工
場
、
橋
、
ダ
ム
、
ト
ン

ネ
ル
、
そ
の
他
に
も
、
煙
突
、
石
垣
、
火
の
見
櫓
等
、
幅
広
い
種
類
の
建
造
物
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

登
録
の
大
原
則
は
、「
建
設
後
五
〇
年
を
経
過
」
と
さ
れ
て
お
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
中
で
も
比
較
的
新
し
い
も
の
も
登
録
対
象

と
な
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
ま
た
、
登
録
基
準
と
し
て
、「
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
」、「
造
形
の
規

範
と
な
っ
て
い
る
も
の
」、「
再
現
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
も
の
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ
もD

O
C

O
M

O
M

O
 Japan

の
活
動
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
な
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
保
存
の
目
的
に
も
合
致
し
て
い
る
と
言
え
る
（
表
１
、
表
２
）。

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
文
化
財
へ
の
規
制
も
緩
や
か
で
あ
り
、
外
観
が
大
き
く
変
わ
る
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
は
、
国
︵
文
化
庁
︶
へ

の
届
出
を
す
る
必
要
が
な
い
。
所
有
者
の
判
断
で
、
設
備
の
変
更
︵
窓
、
屋
根
の
材
料
等
︶、
新
た
な
設
備
の
追
加
︵
雨
樋
、
空
調
、

駐
車
場
等
︶
等
の
改
修
を
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
文
化
財
の
管
理
や
修
理
に
つ
い
て
、
文
化
庁
に
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

そ
の
他
、
登
録
有
形
文
化
財
に
対
す
る
財
政
的
な
優
遇
措
置
を
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
重
要
文
化
財
に
比
べ
れ
ば
、

優
遇
幅
は
小
さ
い
が
、
文
化
財
を
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て
は
重
要
で
あ
る
。

︵
一
︶
保
存
・
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
修
理
の
設
計
管
理
費
の
二
分
の
一
を
国
が
補
助

︵
二
︶
敷
地
の
地
価
税
を
二
分
の
一
に
減
税

︵
三
︶
家
屋
の
固
定
資
産
税
を
二
分
の
一
に
減
税
︵
地
方
税
︶

︵
四
︶
相
続
財
産
評
価
額
を
一
〇
分
の
三
控
除
︵
国
税
庁
通
達
︶
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登録有形文化財 重要文化財（建造物）

制度の目的と
保護の対象

所有者による自主的な保護を
促進し、幅広い文化財保護の
実効を図るための糸口を確保
する。
有形文化財建造物のうちその
文化財としての価値にかんが
み保存および活用のための措
置が特に必要とされるものを
対象とする。

永久的な保護を目的とする制
度であり、強い規制と手厚い
保護によりこれを担保してい
る。
有形文化財のうち重要なもの

（各時代または類型の典型と
なるものとして厳選されたも
の）を対象とする。

基　準

建築物、土木建造物およびそ
の他の工作物（重要文化財
および文化財保護法第 98 条
第 2 項に規定する指定を地方
公共団体が行っているものを
除く。）のうち、原則として
建設後 50 年を経過し、かつ、
次の各号の一に該当するもの
ⅰ）国土の歴史的景観に寄与

しているもの
ⅱ）造形の規範となっている

もの
ⅲ）再現するのが容易でない

もの

重要文化財……建築物、土木
構造物およびその他の工作物
のうち、次の各号の一に該当
し、かつ、各時代または類型
の典型となるもの
ⅰ）意匠的に優秀なもの
ⅱ）技術的に優秀なもの
ⅲ）歴史的価値の高いもの
ⅳ）学術的価値の高いもの
ⅴ）流派的または地方的特色

において顕著なもの

表 1 　登録有形文化財と国指定重要文化財の制度比較
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基 

準

建設後 50 年を経過している建造物で

国土の歴史的景観に
寄与しているもの

造形の規範と
なっているもの

再現することが
容易でないもの

具
体
的
な
例

特別な愛称等で、広く
親しまれている場合

例）○○○の洋館

その土地を知るのに役
立つ場合

例）地名の由来とな
った建造物（○
○橋）

絵画等の芸術作品に登
場する場合

例）文学、映画、歌
謡曲に登場する
もの

デザインが優れている
場合

例）○○様式の教会

著名な設計者や施工者
が関わった場合

例）建築家○○の作
品

後に数多く造られるも
のの初期の作品

例）昭和初期のモダ
ニズム建築

時代や建造物の種類の
特徴を示す場合

例）茅葺屋根の農家

優れた技術や技能が用
いられている場合

例）なまこ壁の住宅

現在では珍しくなった
技術や技能が用いられ
ている場合

例）黒漆喰塗の町屋

珍しい形やデザイン
で、他に同じ様な例が
少ない場合

表 2 　登録有形文化財に該当する建造物の基準
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文
化
庁
の
報
告
に
よ
る
と
、登
録
有
形
文
化
財
は
、二
〇
一
〇
年
七
月
現
在
で
、七
九
八
六
件
︵
三
二
五
〇
箇
所
︶
の
登
録
数
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
種
類
別
で
「
学
校
」
は
二
五
二
件
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
有
名
な
建
物
で
は
「
安
田
講
堂
」
の
名
で
知
ら
れ
る
東
京

大
学
大
講
堂
︵
一
九
二
五
年
︶、
前
述
の
東
京
女
子
大
学
の
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
、
同
志
社
大
学
ア
ー
モ
ス
ト
館
︵
一
九
三
二
年
︶
や
関

西
学
院
大
学
時
計
台
︵
一
九
二
九
年
︶
等
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
様
式
建
築
も
含
ま
れ
て
い
る
。
各
大
学
のW

eb

ペ
ー
ジ
を
見
て
も
、

文
化
的
価
値
を
認
め
ら
れ
た
そ
の
建
物
は
、
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象
徴
、
誇
り
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

三　

現
状
と
課
題

こ
こ
で
、
南
山
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
の
現
状
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
レ
ー
モ
ン
ド
建
築

を
「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
課
題
を
整
理
し
た
い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

ま
ず
、
南
山
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
お
け
る
問
題
点
と
し
て
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
呼
べ
る
中
長
期
的
な
計

画
が
学
内
で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

二
〇
〇
七
年
三
月
、
ハ
ン
ス　

ユ
ー
ゲ
ン
・
マ
ル
ク
ス
学
長
︵
現
南
山
学
園
理
事
長
︶
よ
り
、
ミ
カ
エ
ル
・
カ
ル
マ
ノ
南
山
学
園
理

事
長
︵
現
南
山
大
学
長
︶
に
提
出
さ
れ
た
「
南
山
大
学
に
お
け
る
﹃
二
〇
年
後
の
将
来
像
﹄
に
つ
い
て
︵
最
終
報
告
︶」
の
中
で
、
キ

ャ
ン
パ
ス
整
備
に
関
す
る
中
長
期
計
画
の
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。
将
来
構
想
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
南
山
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
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ザ
イ
ン
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
「
二
〇
年
後
の
将
来
像
」︵
以
下
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
︶
の
計

画
で
は
、
今
後
二
〇
年
を
三
期
に
分
け
、
第
二
期
「
展
開
・
発
展
期
︵
二
〇
一
四
年
～
二
〇
二
〇
年
︶」
に
お
い
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
を
実
現
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
現
行
の
委
員
会
組
織
と
し
て
は
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
委
員
会
︵
事
務
局
：
学
長
室
︶」、「
体
育

施
設
管
理
運
営
委
員
会
︵
事
務
局
：
施
設
課
︶」
等
が
あ
る
が
、
教
育
・
研
究
活
動
に
関
わ
る
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
が
中
心

と
な
り
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
具
体
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
展
開
さ
せ
る
た
め
の
組
織
と
し
て
十
分
機
能
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。ま

た
、
毎
年
六
月
に
予
算
編
成
の
基
礎
資
料
と
し
て
施
設
課
に
お
い
て
作
成
す
る
五
年
間
の
修
繕
計
画
︵
一
般
修
繕
、
防
水
工
事
、

空
調
の
三
つ
の
項
目
︶
お
よ
び
一
〇
年
間
の
事
業
計
画
︵
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
修
繕
事
業
︶
に
つ
い
て
も
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

十
分
視
野
に
入
れ
て
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
大
学
の
経
営
の
観
点
か
ら
も
、
修
繕
計
画
や
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、

建
物
の
外
壁
や
屋
上
の
防
水
工
事
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
空
調
機
器
の
更
新
等
、
当
面
の
必
要
最
低
限
の
修
繕
が
優
先
さ
れ
る
。
現

状
で
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
を
建
築
資
産
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
な
新
規
事
業
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
、
老
朽

化
し
た
建
物
を
「
活
か
さ
ず
、
壊
さ
ず
」
の
修
繕
を
繰
り
返
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
度
の
学
長
方
針
の
中
に
お
い
て
、「
Ｖ
．
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
」
の
項
目
に
は
、「
今
後
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
︵
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
、
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
︶
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
に
お
い
て
は
、
レ

ー
モ
ン
ド
建
築
を
竣
工
五
〇
年
で
解
体
し
、
建
替
え
て
い
く
の
で
は
な
く
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
示
さ
れ
た
「
新
た
な
価
値
の
創
造
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
に
も
、
次
の
五
〇
年
に
向
け
て
、
全
学
的
に
共
有
で
き
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
と
し
て
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
を
活
用
し
な
が
ら
、
保
存
・
再
生
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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四　

提
言

本
稿
の
ま
と
め
と
し
て
、
南
山
大
学
の
第
一
期
の
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
の
ひ
と
つ
で
あ
る
六
〇
〇
人
教
室
「
Ｇ
30
教
室
」
の
保
存
・
再

生
を
「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
活
用
の
可
能
性
と
し
て
提
言
し
た
い
。

普
段
着
の
中
ホ
ー
ル
と
し
て

二
〇
一
一
年
三
月
竣
工
の
Ｒ
棟
に
は
、
最
新
の
視
聴
覚
機
器
や
照
明
設
備
を
完
備
し
た
「
フ
ラ
ッ
テ
ン
ホ
ー
ル
」︵
五
〇
〇
人
収
容
︶

が
用
意
さ
れ
る
。
老
朽
化
が
著
し
い
Ｇ
30
教
室
は
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
最
大
の
収
容
人
数
を
誇
る
施
設
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る

こ
と
が
暗
黙
の
了
解
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
日
常
の
授
業
以
外
に
、
各
種
の
行
事
、
学
生
の
課
外
活
動
、
予
備
校
の
模
擬
試
験

や
資
格
試
験
等
の
外
部
へ
の
貸
出
に
は
、
依
然
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
他
の
教
室
棟
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い

Ｇ
30
教
室
の
需
要
は
高
い
。
二
〇
〇
九
年
度
の
使
用
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
学
生
主
体
の
企
画
、
学
内
の
講

演
会
等
、
学
内
行
事
で
の
使
用
頻
度
が
高
く
、
こ
の
教
室
の
持
つ
「
普
段
着
の
中
ホ
ー
ル
」
と
し
て
の
重
要
な
役
割
が
浮
び
上
が
っ
た
。

こ
の
役
割
に
着
目
し
、
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
の
事
例
の
よ
う
に
、
空
調
や
音
響
設
備
の
改
善
等
の
機
能
更
新
を
行
い
、「
大
教
室
」

か
ら
「
中
ホ
ー
ル
」
と
し
て
の
新
た
な
価
値
の
創
造
を
目
指
す
。
新
し
い
Ｒ
棟
の
フ
ラ
ッ
テ
ン
ホ
ー
ル
は
、
式
典
や
学
会
等
、「
よ
そ

行
き
の
ホ
ー
ル
」
と
し
て
、
Ｇ
30
教
室
は
、
学
内
の
行
事
に
気
軽
に
使
え
る
「
普
段
着
の
ホ
ー
ル
」
と
し
て
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
キ

ャ
ン
パ
ス
の
持
つ
可
能
性
の
広
が
り
が
期
待
で
き
る
。

そ
の
後
に
続
く
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
指
針
と
し
て

Ｇ
30
教
室
に
象
徴
さ
れ
る
低
層
の
建
物
と
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
風
景
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
が
描
い
た
山
里
町
キ
ャ
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ン
パ
ス
︵
現
在
の
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
︶
の
敷
地
計
画
の
基
本
と
し
て
、
今
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る（
図
７
）。「
名
古
屋
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
二
〇
一
〇
」に
お
い
て
、豊
田
講
堂
を
は
じ
め
と
す
る「
保
存
建
物
」

が
指
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
南
山
大
学
に
お
い
て
は
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
風
景
の

保
存
を
、キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
指
針
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
高
さ
を
抑
え
た
建
物
で
構
成
さ
れ
る
空
間
は
、

南
山
大
学
特
有
の
「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
と
し
て
の
活
用
の
可
能
性
も
高
い
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
北
を
貫
く
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
Ｇ

30
教
室
の
前
で
非
常
に
緩
や
か
な
孤
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
大
教
室
の
前
を
た
だ
通
り
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
「
た
ま
り

場
」的
な
空
間
と
考
え
た
レ
ー
モ
ン
ド
の
意
図
が
窺
え
る
。
例
え
ば
、Ｇ
30
教
室
ロ
ビ
ー
の
入
口
を
改
修
し
、大
き
な
開
口
部
を
設
け
て
、

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
連
続
し
た
「
半
屋
外
」
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
学
生
た
ち
の
憩
い
の
場
、
各

種
行
事
の
受
付
や
本
部
と
し
て
の
機
能
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
等
の
可
能
性
も
広
が
る
（
図
８
）。
ま
た
、
老
朽
化
が
著
し
い
Ｇ
30
教
室
ロ

ビ
ー
の
ト
イ
レ
を
、
モ
ダ
ン
で
き
れ
い
な
ト
イ
レ
に
改
修
し
、
学
生
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
の
オ
ア
シ
ス
的
な
空
間

作
り
を
目
指
す
こ
と
も
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
は
効
果
が
あ
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
変
え
な
が
ら
残
す
「
動
態
保
存
」
に
よ
り
、

学
生
や
教
職
員
の
心
象
風
景
を
継
承
し
な
が
ら
、
快
適
で
質
の
高
い
教
育
・
研
究
環
境
を
生
み
出
し
て
い
く
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
築
家
・
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
作
品
が
数
多
く
存
在
す
る
、
言
い
換
え
れ
ば
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合
計

画
そ
の
も
の
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
傑
作
で
あ
る
こ
と
は
、
南
山
大
学
の
「
強
み
」
で
あ
り
、「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
し
て
の
価
値
、

す
な
わ
ち
、
経
営
効
率
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
価
値
を
十
分
に
持
っ
て
い
る
。
Ｇ
30
教
室
の
保
存
・
再
生
を
き
っ
か
け
に
、
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
の
竣
工
五
〇
年
を
目
途
に
、
順
次
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ

は
目
に
見
え
る
建
築
の
評
価
と
な
り
、
南
山
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
戦
略
広
報
、
入
試
広
報
へ
の
展
開
等
、「
外
」
に
向
け
て
の
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図7 　低層のG30教室と「メインストリート」で構成される風景

図 8 　G30 教室ロビー入口
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効
果
だ
け
で
な
く
、
在
学
生
、
教
職
員
の
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
に
対
す
る
認
知
度
向
上
と
い
う
「
内
」
に
向
け
て
の
効
果
も
大
い
に
期
待

で
き
る
。
在
学
生
・
教
職
員
た
ち
に
広
く
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、「
登
録
有
形
文
化
財
」
へ
の
登
録
と
い
う

制
度
の
活
用
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
的
な
学
内
の
取
組
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
在
学
生
に
と
っ
て
は
、「
自
校
史
教
育
」
の
観
点
に
お

い
て
も
、
自
分
が
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
成
り
立
ち
を
知
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
し
、
普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、

実
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
傑
作
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
大
学
の
公
式W

eb

ペ
ー
ジ
に
レ

ー
モ
ン
ド
建
築
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
新
た
な
試
み
と
し
て
「
学
生
生
活
案
内
」
等
、
在
学
生
に

配
付
さ
れ
る
資
料
に
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
に
つ
い
て
掲
載
す
る
等
の
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
史
料
室
や
学
長
室
等
の
主

導
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
に
焦
点
を
当
て
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
印
刷
物
︵
写
真
集
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
︶
の
刊
行

等
、
年
史
編
纂
も
視
野
に
入
れ
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
等
で
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
絶
滅
の
危
機
と
い
う
問
題
を
、
大
学
に
お
け
る
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
造
ら

れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編
と
い
う
側
面
か
ら
捉
え
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
よ
ら
な
い
建
築
の
保
存
・
再
生
の
施
策
を
提
言

し
た
。
南
山
大
学
に
お
い
て
も
、
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
と
い
う
価
値
あ
る
「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
を
活
用
し
、
建
物
の
「
形
」
を
残
す
だ
け

の
保
存
で
は
な
く
、
新
た
な
「
活
用
提
案
型
」
の
保
存
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
保
存
に
も
少
な

か
ら
ず
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

本
稿
の
ま
と
め
と
し
て
、「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
の
活
用
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
残
さ
れ
た
課
題
を
挙
げ
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て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
一
点
目
の
検
討
課
題
は
資
金
計
画
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
名
古
屋
大
学
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
の
よ
う
に
、
全
学
的
な
総
意
に
基
づ
い
て
、
守
る
べ
き
も
の
を
「
保
存
建
物
」
と
し
て
明
確
に
し
、
中
長
期
計
画
の
中
で
予
算

を
投
じ
て
い
け
る
か
ど
う
か
。
豊
田
講
堂
の
保
存
・
再
生
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ
各
社
か
ら
の
寄
付
を
得
た
こ
と

で
、必
要
十
分
な
建
物
・
設
備
の
改
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
財
源
と
し
て
、寄
付
金
や
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
は
検
討
に
値
す
る
。

ま
た
、
国
際
文
化
会
館
の
例
で
は
、
解
体
・
新
築
に
比
べ
て
工
事
費
用
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
建
物
の
保
存
・
再
生

が
実
現
し
た
が
、
実
際
は
、
既
存
建
物
の
構
造
や
強
度
の
調
査
費
用
、
新
築
と
同
等
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
設
計
・
管
理
費
が
発
生
す

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
建
物
を
普
段
通
り
に
使
い
な
が
ら
の
改
修
で
は
な
く
、
建
物
を
閉
鎖
し
た
う
え
で
の
大
規

模
な
改
修
工
事
と
な
る
場
合
は
、
そ
れ
に
伴
う
事
務
室
の
移
転
や
臨
時
の
教
室
確
保
等
の
措
置
も
必
要
と
な
り
、
そ
の
費
用
の
捻
出
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
の
負
担
も
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
二
点
目
の
検
討
課
題
と
し
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
で
あ
る
。「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
の
活
用
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。
建
物
を
壊
し
、膨
大
な
産
業
廃
棄
物
を
排
出
す
る
こ
と
が
地
球
環
境
に
与
え
る
負
荷
は
大
き
い
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、

建
物
を
保
存
・
再
生
す
る
こ
と
は
地
球
に
優
し
い
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
古
い
建
物
の
冷
暖
房
効
率
の
低
さ
を
空
調
機

器
の
稼
働
率
を
上
げ
て
補
う
の
で
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
増
加
さ
せ
て
し
ま
う
。
二
〇
一
〇
年
四
月
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
︵
省
エ
ネ
法
︶」
の
改
正
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
は
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
お
い

て
無
視
で
き
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

三
点
目
の
課
題
と
し
て
、
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
を
「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
専
門
家
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
で
あ
る
。
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
の
保
存
・
再
生
に
お
い
て
は
、
既
存
建
物
を
設
計
し
た
建
築
家
自
身
が
、

再
び
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
国
際
文
化
会
館
の
ケ
ー
ス
で
は
、
日
本
建
築
学
会
が
会
館
側
に
対
し
て
、
建
物
の
価
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値
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、
事
業
計
画
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
大
胆
な
保
存
・
再
生
の
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
南
山
大
学
に

お
い
て
も
、
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
の
価
値
を
理
解
し
た
う
え
で
、「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
の
活
用
を
提
案
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
存
在
が
必

要
と
な
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
建
築
の
保
存
・
再
生
を
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
手
段
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
の
ひ
と
つ
と
考
え
た
。
大
学
の
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
は
、
在
学
生
、
卒
業
生
、
教
員
、
職
員
が
「
誇
り
」
を
持
て
る
大
学
づ

く
り
で
は
な
い
か
と
思
う
。
二
〇
一
〇
年
秋
、
南
山
大
学
附
属
小
学
校
の
行
事
で
、
一
年
生
約
一
〇
〇
人
が
南
山
大
学
の
中
で
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
通
じ
で
、
生
徒
た
ち
が
南
山
大
学
に
親
し
み
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
企
画
で
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｇ
30
教
室
で
は
、
小
学
校
の
教
室
と
大
学
の
教
室
の
違
い
を
見
つ

け
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。
小
学
生
た
ち
は
、
も
う
す
ぐ
五
〇
歳
を
迎
え
よ
う
と
す
る
大
き
な
教
室
を
見
て
何
を
感
じ

た
だ
ろ
う
か
。

「
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
遠
い
国
か
ら
や
っ
て
来
た
﹃
レ
ー
モ
ン
ド
お
じ
さ
ん
﹄
が
造
っ
て
く
れ
ま
し
た
」、
子
ど
も
た
ち
に
そ
う
語

り
か
け
、
そ
れ
を
誇
れ
る
大
学
で
あ
り
た
い
と
願
う
。
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註

︵
1
︶　

一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
機
能
性
や
合
理
性

を
重
視
し
て
設
計
さ
れ
た
建
築
。
日
本
で
活
躍
し
た
代
表
的
な
建
築
家

は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
、
そ
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
前
川
國
男
や
丹
下

健
三
、
南
山
大
学
を
設
計
し
た
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
や
そ
の
弟

子
・
吉
村
順
三
ら
。
洋
館
や
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
等
、
幕
末
期
、
明
治
時
代

以
降
の
様
式
建
築
に
象
徴
さ
れ
る
装
飾
的
な
「
近
代
建
築
」
と
の
対
比

か
ら
、「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
」
の
用
語
が
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

︵
2
︶　

横
河
健「
特
殊
な
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
特
殊
な
建
築
保
存
事
情
」﹃
東
京
人
﹄

一
八
八
号
、
二
〇
〇
三
年
、
四
五
頁

︵
3
︶　

直
訳
す
る
と
、「
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
か
か
わ
る
建
物
と
環
境

形
成
の
記
録
調
査
お
よ
び
保
存
の
た
め
の
国
際
組
織
」。
一
九
八
八
年
に

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
イ
ン
ト
ホ
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
の
フ
ー
ベ
ル
ト
・
ヤ
ン
・

ヘ
ン
ケ
ッ
ト
教
授
の
提
唱
に
よ
り
、
設
立
さ
れ
た
。
建
築
史
研
究
者
、

建
築
家
、
建
築
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
都
市
計
画
家
、
行
政
関
係
者
等
、
幅
広

い
分
野
の
会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
開
催
の
第
一

回
総
会
以
降
、
拡
大
を
続
け
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
に
世
界
四
四
カ
国
に

支
部
が
存
在
し
て
い
る
。
日
本
支
部
「D

O
C

O
M

O
M

O
 Japan

」
は
日
本

建
築
学
会
の
建
築
歴
史
・
意
匠
委
員
会
の
中
に
設
け
ら
れ
た
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
を
母
体
と
し
、
二
〇
〇
〇
年
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開
催
さ
れ

た
総
会
に
お
い
て
、
正
式
にD

O
C

O
M

O
M

O

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
承
認

さ
れ
た
。

︵
4
︶　

既
存
建
築
を
社
会
の
ス
ト
ッ
ク
︵
財
産
︶
と
捉
え
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
で
は
な
く
、
改
修
や
用
途
変
更
︵
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
︶

に
よ
り
、
建
物
を
使
い
続
け
る
「
建
築
ス
ト
ッ
ク
」
活
用
の
試
み
は
、

近
年
、
公
共
建
築
だ
け
で
な
く
住
宅
に
も
見
ら
れ
る
。

︵
5
︶　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
の
際
、
型
枠
に
杉
板
を
用
い
る
こ
と
で
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
表
面
に
木
目
が
転
写
さ
れ
、
仕
上
げ
の
表
情
が
豊
か
に
な

る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
に
良
く
見
ら
れ
る
工

法
で
、
南
山
大
学
の
レ
ー
モ
ン
ド
の
建
築
の
他
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た

名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
や
、
国
際
文
化
会
館
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

︵
6
︶　

外
壁
の
塗
装
色
は
、
妻
の
ノ
エ
ミ
が
選
ん
だ
と
さ
れ
る
説
も
あ
る
。

︵
7
︶　

日
本
建
築
学
会
「﹃
日
本
建
築
学
会
賞
﹄
昭
和
三
九
年
度
の
表
彰
業
績

に
対
す
る
推
薦
理
由
」﹃
建
築
雑
誌
﹄
第
八
〇
集
九
五
七
号
、
一
九
六
五

年
、
五
五
五
頁

︵
8
︶　

ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
著
・
三
沢
浩
訳
﹃
自
伝 

ア
ン
ト
ニ
ン
・

レ
ー
モ
ン
ド
︵
新
装
版
︶﹄
鹿
島
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
八
―

二
五
九
頁

︵
9
︶　

ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
「
自
然
を
基
本
と
し
て
」﹃
新
建
築
﹄
第

三
九
巻
第
九
号
、
新
建
築
社
、
一
九
六
四
年
、
一
一
六
頁

︵
10
︶　

栗
田
勇
﹃
現
代
日
本
建
築
家
全
集
一
九 

菊
竹
清
訓
、
槇
文
彦
﹄
三
一

書
房
、
一
九
七
一
年
、
一
二
八
頁

︵
11
︶　

二
〇
〇
五
年
一
月
～
二
〇
〇
六
年
三
月　

事
前
調
査
・
基
本
計
画
、
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二
〇
〇
六
年
四
月
～
二
〇
〇
六
年
一
一
月　

基
本
設
計
・
実
施
設
計
、

二
〇
〇
六
年
一
二
月
～
二
〇
〇
八
年
一
月　

工
事

︵
12
︶　

名
古
屋
大
学
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
施
設
。
ホ
ー
ル
、レ
ス
ト
ラ
ン
、

研
究
室
等
を
備
え
た
複
合
施
設
。
一
九
九
二
年
竣
工
。

︵
13
︶　
「
名
古
屋
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン2010

」
国
立
大
学
法

人
名
古
屋
大
学
、
二
〇
一
〇
年
、
三
二
頁

︵
14
︶　

ウ
イ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
︵W

illiam
 M

errell Vories 

一
八
八
〇
―
一
九
六
四
︶

日
本
で
活
躍
し
た
外
国
出
身
の
建
築
家
の
ひ
と
り
。大
学
の
建
築
で
は
、

明
治
学
院
大
学
礼
拝
堂
︵
一
九
一
六
年
︶、
同
志
社
大
学
ア
ー
モ
ス
ト
館

︵
一
九
三
二
年
︶、
関
西
学
院
大
学
︵
一
九
二
九
年
︶
や
神
戸
女
学
院
大

学
︵
一
九
三
三
年
︶
の
建
築
群
等
、
数
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の

校
舎
の
設
計
を
手
が
け
た
。建
築
以
外
に
も
建
材
や
オ
ル
ガ
ン
の
輸
入
、

作
詞
作
曲
、出
版
や
図
書
館
の
運
営
等
の
文
化
事
業
、結
核
診
療
所
「
近

江
診
療
院
」
の
設
立
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
︵
現
メ
ン
タ
ー
ム
︶
の
販
売

で
お
馴
染
み
の
「
近
江
兄
弟
社
」
の
前
身
と
な
る
「
近
江
セ
ー
ル
ズ
」
の

創
立
等
、
そ
の
功
績
は
多
岐
に
渡
る
。

︵
15
︶　

最
終
的
に
は
、
コ
ス
ト
と
工
期
の
点
か
ら
免
震
工
法
は
困
難
と
判
断

さ
れ
、
耐
震
工
法
が
採
用
さ
れ
た
。

︵
16
︶　

小
林
正
美「
国
際
文
化
会
館
の
保
存
と
再
生
」﹃
国
際
文
化
会
館
会
報
﹄

第
一
七
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
、
二
二
頁

︵
17
︶　

小
林
正
美
、
久
米
大
二
郎
、
鯵
坂
徹
「
国
際
文
化
会
館
本
館
の
保
存

と
再
生
に
つ
い
て　

そ
の
二
」﹃
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概

集
﹄、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
九
頁

︵
18
︶　

構
造
耐
震
指
標
︵Seism

ic Index of Structure

︶。
建
築
物
の
耐
震
性

能
を
数
値
化
し
た
も
の
。
値
が
大
き
い
ほ
ど
耐
震
性
能
が
高
い
。
Ｉ
Ｓ

値
〇
．
六
以
上
は
「
大
地
震
時
に
倒
壊
し
、
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性

が
低
い
」と
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、Ｉ
Ｓ
値
〇
．
三
未
満
の
建
築
物
は「
大

地
震
時
に
倒
壊
し
、
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
」
と
さ
れ
て
い

る
。

︵
19
︶　

小
林
正
美
「
展
望　

二
一
世
紀
型
建
築
保
存
を
考
え
る
」﹃
日
経
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ュ
ア
﹄
二
〇
〇
九
年
八
月
二
四
日
号

︹
参
考
文
献
︺

柴
田
り
つ
、
土
居
義
岳
「﹃
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
﹄
と
い
う
用
語
に
関
す
る
研
究
」﹃
日
本
建
築
学
会
九
州
支
部
研
究
報
告
﹄
第
四
八
号
、

二
〇
〇
九
年

亀
井
誠
一
編
﹃
カ
ー
サ
・
ブ
ル
ー
タ
ス
特
別
編
集 

ニ
ッ
ポ
ン
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
一
〇
〇
﹄
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
ム
ッ
ク
、
二
〇
〇
八
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モダニズム建築の保存と活用への一提言

年日
本
建
築
学
会
「﹃
日
本
建
築
学
会
賞
﹄
昭
和
三
九
年
度
の
表
彰
業
績
に
対
す
る
推
薦
理
由
」﹃
建
築
雑
誌
﹄
第
八
〇
集
九
五
七
号
、

一
九
六
五
年

﹃
建
築
﹄
一
九
六
四
年
九
月
号
、
青
銅
社
、
一
九
六
四
年

﹃
近
代
建
築
﹄
第
一
八
巻
第
九
号
、
近
代
建
築
社
、
一
九
六
四
年

栗
田
勇
﹃
現
代
日
本
建
築
家
全
集
一 

ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
﹄
三
一
書
房
、
一
九
七
一
年

髙
橋
洋
子
「﹃
南
山
大
学
﹄
と
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
―
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
模
型
の
復
元
に
あ
た
っ
て
―
」﹃
ア
ル
ケ
イ
ア

―
記
録
・
情
報
・
歴
史
―
﹄
第
一
号
、
二
〇
〇
七
年

加
藤
富
美
「
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
と
神
言
修
道
会
の
会
員
た
ち
―
南
山
大
学
山
里
校
舎
建
築
を
め
ぐ
っ
て
―
」﹃
南
山
大
学
図

書
館
紀
要
﹄
第
八
号
、
二
〇
〇
三
年

吉
田
信
之
編
﹃
Ｊ
Ａ 

三
三
号 

ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
﹄
新
建
築
社
、
一
九
九
九
年

南
山
大
学W

eb

ペ
ー
ジ
「
南
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
校
舎
探
訪
」　

http://w
w

w.nanzan-u.ac.jp/　

二
〇
一
一
年
一
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス

野
沢
英
希
、
谷
口
元
、
恒
川
和
久
「
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
る
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
利
活
用
に
関
す
る
研
究
―
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重

県
の
学
校
建
築
を
事
例
と
し
て
―
」﹃
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
﹄、
二
〇
〇
九
年

饗
庭
伸
「
建
築
年
に
着
目
し
た
地
域
に
お
け
る
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
存
在
状
況
―
ス
ト
ッ
ク
活
用
型
都
市
計
画
の
研
究 

そ
の
一
」﹃
日
本

建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
﹄
二
〇
〇
九
年

「
名
古
屋
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
二
〇
一
〇
」
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
、
二
〇
一
〇
年

名
古
屋
大
学
施
設
管
理
部W

eb

ペ
ー
ジ
掲
載
資
料　

http://w
eb-honbu.jim

u.nagoya-u.ac.jp/fm
d/　

二
〇
一
一
年
一
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス
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槇
総
合
計
画
事
務
所
「
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
改
修
計
画
」
二
〇
〇
八
年

株
式
会
社
竹
中
工
務
店
「
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
改
修
・
増
築
工
事 

工
事
概
要
説
明
資
料
」
二
〇
〇
八
年

国
際
文
化
会
館
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ご
利
用
の
し
お
り
」

小
林
正
美
、
久
米
大
二
郎
、
鯵
坂
徹
「
国
際
文
化
会
館
本
館
の
保
存
と
再
生
に
つ
い
て　

そ
の
一
、
そ
の
二
」﹃
日
本
建
築
学
会
大
会

学
術
講
演
梗
概
集
﹄、
二
〇
〇
六
年

小
林
正
美
「
国
際
文
化
会
館
の
保
存
と
再
生
」﹃
国
際
文
化
会
館
会
報
﹄
第
一
七
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月

一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所W

eb

ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.vories.co.jp/　

二
〇
一
一
年
一
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス

倉
方
俊
輔
「
特
集 

慈
し
ま
れ
る
？
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
―
﹃
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
保
存
﹄
が
も
た
ら
す
も
の
―
」﹃JA

B
S

・
建
築
雑
誌
﹄

二
〇
〇
八
年
二
月
号

兼
松
紘
一
郎
「
特
集 

慈
し
ま
れ
る
？
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
―
国
際
文
化
会
館
保
存
再
生
の
成
果
と
課
題
―
」﹃JA

B
S

・
建
築
雑
誌
﹄

二
〇
〇
八
年
二
月
号

本
中
眞「
文
化
財
保
護
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
―
登
録
有
形
文
化
財
の
制
度
を
中
心
と
し
て
―
」﹃
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
﹄六
三︵
一
︶、

一
九
九
九
年

文
化
庁W

eb

ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.bunka.go.jp/　

二
〇
一
一
年
一
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス

文
化
庁
文
化
財
部
編
著
﹃
総
覧
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
五
〇
〇
〇
﹄
海
路
書
院
、
二
〇
〇
五
年

︹
付
記
︺

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
国
際
文
化
会
館
か
ら
写
真
資
料
提
供
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
で
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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　Finally, from the analysis above, a specific proposal for conservation and 

utilization of “Room G30 (a room of 600 seating capacity)”is suggested as a 

conclusion. 
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A Proposal for Conservation and Utilization of 
“Modernism Architecture”

ITO Shinji

Abstract

　Buildings of “modernism architecture” which were built in Japan from 1920 to 

1960 are in danger of demolition today.  Universities and colleges also follow this 

trend in the wave of management restructuring against the background of declining 

birth rate, and campus buildings are  disappearing by means of “scrap and build,” 

regardless of the attachment of the students and the community.

　This paper takes up the buildings of Nanzan University planned by Antonin 

Raymond ( completed in 1964; awarded the Prize of Architectural Institute of 

Japan), and makes a proposal to conserve and utilize them as “architectural stock” 

by repairing and converting the use, and not by “scrap and build.” The purpose of 

this proposal is to explore the possibilities of realizing appropriate educational and 

academic environment, through conserving the buildings and the campus scenery 

while utilizing the architectural property of “modernism architecture.”

　The paper consists of 3 parts. First, it refers to the features of Nanzan University 

buildings planned by Raymond, and examine the value.

　Second, it takes “Toyoda Auditorium of Nagoya University ( planned by MAKI 

Fumihiko,1960 )” and “ International House Building ( planned by MAEKAWA 

Kunio, SAKAKURA Junzo and YOSHIMURA Junzo, 1955 ) , ” which are built in 

the same period with Nanzan University, as examples of conservation and utilization 

of “modernism architecture,” and also introduce the remarkable system of registered 

tangible cultural property.  




